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所

得

ビ

ラ
ミ

ツ

ド

の

端

初

的

形

態

、

早

川

三

代

治

■

此
廣

に
所
得

ピ
ラ
ミ

ッ
ド

の
端

初
的
形
態
と

い
う

の
は
資
本
主
義

制
度

の
下

に
於

て
獲
展

し
た
所
得
分
布

歌
態

が
そ

の
端
初

に
於

て
現

は

す
で
あ
ら
う
と
考
え
ら
れ
る
形
態
を
意
味

す
る
。
而

し
て
こ

の
試
論

の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
所
得
分
布

の
か

ど
る
端
初
的
形
態

が

如
何
な

る
も
の
で
あ
リ
ハ
そ
れ
が
如
何
な
る
段
階
を
経

て
、
如
何
な
る
方
向

え
嚢

、

・

、

展

し

て
行

く
か

を
考

察

し

よ
う

と
す

る

に
在

る

。

.

パ

レ

ー
ト
は
.所

得
、の
肚

会

的

ピ

ラ

ミ
ッ
ド

の
形
態

に
つ

い

て
種

々
推

論
を

試

み

、

　

し

殊

に
そ

の
下
暦
部

の
形
櫃

に
關

し

て
次

の
よ
う

に
推
定

を
下
し

て
い
る
。

パ

レ
ー

ト
に
依
れ

ば
、
直
角
座
標
軸

に
於

て
縦
軸

上

に
階

暦
別
所
得
額
を
と
り
、
そ
れ

に

「

封
態
す

る
所

得
人
員
敏
を
横
軸
上

に
と
る
と
き
は
、
小
所
得
階

暦

の
人
員

は
下
部

39

に
債

が
り
、
よ
り
大
な
る
所
得
階
暦

の
人
員
は
順

次
そ

の
上
方

に
位

し
て
・
第

一

一

鈴

、

圖

の
如

を
所

謂

「
所

得

の
肚

会
的

ピ

ラ

ミ

ッ
ド
」

が
形

成

さ
れ

る
。

所
得

セ
ラ
ミ
ッ
ド

の
端
初
的
形
態

,

・

、

訊

3

a

o

所

得
メ

人 数 ・

＼
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所
得

ビ
ラ

ミ
ッ
ド

の
端

初
的
形
態

ハ

ア

'

,

一

1
1

第

一
圖

に
於

て

o
B

を
或

る

「
定

の
所

得
額

X
と

し
、

彦
届

を
ー

と
す

れ

ば
、
面

積

冨
岩

娼

は

x
と

+
と

の
間

の
所

得

を
有

す

る
人

　
し

ノ

ノ

ロ

　

コ

員
敏

を
與

え
る
。
併

し
な

が
ら
、
統
計
資

料
は
免
税

黙
以
上

の
資
料
を
提
供
す

る
だ
け
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ

に
よ

つ
て
知

ら
れ

る

の
は
曲

線

の

o
ρ
ぴ

の
部

分

に
就

い
で
の
み

で
あ
り
、
或
は

叉
、
ぴ
ぴ
、
な

る
小
部
分

に
就

い
て
も
若
干
は
知
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、

蟄
び
、
或

は

ぎ

の
部
分

は
專

ら
假
定

さ
れ
る

に
過
ぎ
な

い
。

上

部

の

の
。

は
著
し
く
長
く
伸

び
、
下
部

鴨撃

は
甚

し
く
短
縮
し

て
い
る
面

統
計

・
に
ょ

つ
て
與

え
ら
れ
る
曲
線

8

ぴ

の
形
歌
は
誤
差
曲
線

の
形
た

何
等
樹
恋

し
な

い
。
全
艦

の
曲
線

昌

昌
o

は
人
間

の
性
質

の
曲

線
で
は

な

い
が
、
併

し
そ
れ
は
人
間

の
性
質

と
聯
關

せ
る
他

の
事
象

の
曲

線
で
あ
る
。
・
而
し

て
統
計

は
曲
線

。
ρ
び

が
時
代

と
場
所

の
異
う

て
い

る
國

民

に
よ

つ
て
相
違

が
甚

だ
少

く
、
叉
、
異

つ
た
時
代

に
つ
い
て
甚

だ
類
似

し
た
曲
線
を
與

宅
る
ご
と
を
示
す
・
そ
れ
故

に
こ
の
曲
線

。
ρ
び

の
形

の
中

に
怯
注
肝
す

べ
き
安
定

性
が
あ
る
。
反
之
、
曲
線

の
下
部

に
つ
い
て
は
多
く

の
攣
化

が
起

ご
り
、
φ曲
線

の
形

が
攣
り
得

る

、

つ

'

0

∫ 丑.)(L)

第 二 図

ー

よ
う

に
思
は
れ
る
ゆ
其
虞

に
は

こ

れ
以
下

え
は
、
貧
窮

と
飢

餓

に
ょ

つ
て
破
滅
す

る
こ
と
な

し
に
は
降

る

と
と

の
出
　來
な

い
或

る

一
定

の
、

極

小
所
得

が
あ

る
。
第
二
圖

に
於

け
る
如
く
、
曲

線
は
此

の
極
小
所

得
を
示
す
直
,線

欝
犀

に
多
少
合
致

す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

古
代

の
國
民

に
つ

い
て
は
飢
饒

は

屡

々
で
あ
り
、
曲

線
は
第

二
圖
中
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ラ

く

　

1

圖

に
於

け

る
如

く
著

し
く
合
致

し

た
、

近

代
國

民

に
劉

し

て
は
巫

圖

に
於

け

る

が
如

く
合

致
す

る

こ

と
が

少
く

、

く

く

て
合
致

し
な

い
で
あ

ら
ラ

。
・併

し

、
統

計

は

此

の
曲

線

の
下
部

の
形
歌

に
關

し

て
は

我

々
に
何

等

示

す
と

こ
ろ

が
な
、い
。

き

併

し
、

パ

レ
ー
ト
は
曲

線

の
下

部

が
恐

ら
く
第

三
圖

の

ω箸

の
如

く
非
常

に
塵

縮

さ

れ

て
居

り

、

少

く
と

も
近

似

的

に
は
水

李

と
假

定

す

る

こ
と

が
出

來

よ

う
と

推
定

し

て

い
る
。

斯

く

て
パ

レ
ー
ト
は

所
得

の
砒
会

的

ピ

ラ

ミ

ヅ
ド

の
模

型

的

な
圖

形

と
し

て
第

四
圖

を
與

え

て

炉
る
。

乱
ユ

以

下

の
所

得

分
布

を

推
計

し
、

こ
れ

を
考

慮

に
入

れ

て
所

得

ピ

ラ

ミ

ッ
ド

の

こ

の
基

底

部

の
形

撒

が
パ

レ
L

ト

の
推
定

以
上

に
甚

し

い
程
度

を
以

つ
て

下

方

え
璽

縮

さ
れ

て

い
、
・

る

こ
と
を
統

計

的

に
確
認

す

る

こ
と

が
出

來

た
。

(
註
〉

所
得

ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
端
初
的
形
態

、

こ

の
よ
う

に

パ

レ

ー
ト

は
直
観

に

よ

つ

て
所

得

ピ

ラ

ミ

ッ
ド

の
基

底

部

が
著

し
く
璽
縮

さ
れ

て
居

り

、

現
實

・
に
は

殆

ん
ど
水

亭

を
な

す

で

あ

ら

う

ハ

と
考
え
た

が
、

こ

の
基
底
部

の
實
際

の
形
歌
を
統
計
的

に
確
謹

す

る
こ
と

は
試

み
ら
れ
な

か

つ
た
。

私

は
他

の
機
会

に
於

て
、
冤
税

顯

或
は
恐

ら
く
は
決

し

奪
、
、
b

ミ

'

、

琢

得

s.P(}e

数
∫

戸/



所
得

ピ
ラ

ミ
ッ
ド

の
端
初
的
形
態

例

之
ば

昭
和

十

三

年
度

、
我

國

に
於

け

る
所

得

ピ
ラ

ミ

ッ
ぎ
圖

を
書

け

「

・

姐

ば
第

五
圖

め

如

く

で

あ

る
。

'

ヒ

,

一

二

叉

、

地
方

一
都

市

に
就

い

て
み
れ

ば

、
例

え

ば
旭

川

市

の
所

得

ピ

ラ

ミ
ッ

,
ド

は

た

璽

ス

ケ
ー

ル
が
小

さ

い

だ
け

で
第

五
圖

に
類

似

し
た

形
態

を
表

は

す

。
そ

れ
故

に
我

々
は

市

町
村

の
大

な

る
ほ

ど
、地
方

の
廣

範

園
な

る
ほ
ど
、

-從

つ

て

一
一國

に

つ

い

て
み

る
と

き

に
第

五
鼠

の
如

き
形

歌

が
最
も

一
般

的

で
あ

る
と
考

え

て
誤

り

が
な

い
と

言

ひ
得

る
で

あ
ら

う

。
從

つ

て
セ

れ

を
謬

模
型
的

に
憲

け
ば
、
第
四
圖

な
り
は
第

六
圖

に
近

い
も

の
で
あ
ら
う
。
而

し

て
こ
れ

が
所
得

ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
最

も
稜
達

し
た
場

合

の
形
態

で
あ
ら
う
。

ρ

=

ー

(42)

私

が
此
虞

で
考

察
し
た

い
の
は
、
所

得
ピ

ラ
ミ

ッ
ド
が
第

六
圖

の
よ
う

ノ

な
最

も
爽
達

し
た
形
態

に
到
達

す
る
そ

の
端

初

に
於

い
て
、
如
何
な

る
分

布

の
形
歌
を
と

る
も

の
で
み

る
か
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。
或

は
最
初
か
ら
第
六
圖

に
類
似

の
ピ
ラ

ミ

ッ
ド
を
示
し

て
、
そ
れ
が

ほ

穿
均
齊

的

に
第

六
圖

の
形
歌

に
迄

、
稜
達

を
と
げ

る
も

の
か
、
或
は
何
等
か
他

の
端
初
形
態

か
ら
出
立

し

て
諸
段
階

と
維
路
を

へ
て
第

六
圖

の
形

態

え
と
稜
達
す

る
も

の
か
、
是

等

の
様
椙
を
考
察
し

で
み
た

い
と
思

う
ρ
で
あ
る
。

「先

づ
集
團
移
民

に
よ
る
新
開
墾

地
農
村
を
考

え
て
み
る
。
或

は
人

ロ
稀
薄
な
、
且

つ
地
力

の
肥
沃

で
な
い
農
業

地
方

を
と

つ
て
み
る
。

其
虜

で
は
農
業
資

本
は
均
等
的

に
乏
毛

《
、
生
産
力

ぼ
甚
だ
低

い
。
所
得

は
比
較
的

に
亭
均
し
且

つ
分
布

は
小
所
得

に
集
中
し

て
い
る
筈
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し

で
あ

る
。
中
所
得
、
大
所
得

は
未
だ
現

は
れ
す
へ

貯
蓄
は
非
常

に
乏
し
い
。

職
業

の
分
化

は
甚
だ

低

い
.
か
く

て
小
所
得

が
ビ
ラ

、{・
ッ
ド

の
基
底
部

に
集
中
す

る
。

一
例
と
し

て
第
七
圖
別
海
村
を

等

起
図
A別

海
村

3000

200

脚

ノ

,、
墨

げ
よ
う
。

こ
れ
に
類
似

の
形
態
と
し

て
置

戸
村
が
あ

る
。

次

に
農
村

と
し
て
め
開
鰻

が
進
み
、

農
家

経
濟
が
鹸
裕

を

持
ち

、
や

N
高

い
所
得

が
現
は
れ

て
來

る
。

こ
れ
は
主

と
し

'

て
、
よ
り

多
く

の
…勤
勉
と
貯
蓄
え

の
努
力

に
よ

つ
て
生
す

る
。

併

し
未

だ
飛
躍

的
な
蓄
積

は
生
じ
な

い
。

や

玉
高

い
所

得
階

暦
が
生
す

る
に
し

て
も
、
そ
れ
は
未

だ
著
し
く

は
な

い
。

第

・

ユ

ロ

ヨ

七
圖
A

の
形
態
か
ら
第
八
圖
A

の
形
態

え
の
推
移
が

こ
れ
を

「示
す
。
例

え
ば
第
八
圖
多
寄

村
が

こ
れ

で
あ
る
。

ユ

ヨ

,以
上

の
A

型
及
A

型
を
併

せ

て
A

型
と
す

る
。

こ
れ
が
農

ユ

村
型
と
見
ら
れ
る
。

從

り
て
A

型

は
端

初
型

の

一
つ
の
型
式

　

り
の

で
あ

る
と
考

え
ら

れ

る
。

A

が
A

を
・維

て
、

比
較

的

均
齊

に

'

獲
達

す

れ

ば
、
東

旭

川

村

、
東

川

村

、
東

鷹

栖

村

、
永

山
村

、

比
布

村

、
神

樂
村

等

の
各

々
、

或

は
上

川
盆

地
を

形
作

る
是

'
等
隣

接

農

村

を
併

せ

て

の
水

田

地
帯

農

村

の
所

得

ピ

ラ

ミ

ッ

,
ド
が
形

成

遷
れ

ゐ

で
あ
ら

う
。
農

業

地
帯

の
所

得
ピ

ラ

ミ

ッ
、

ド

は
'大
盟

に
於

い

て
こ

の
形

態

を

乏

る
も
も

と
思

は
れ

る

。

所

得

ピ
ラ

ミ

ッ
ド

の
端

初
的
形

態

/

箪

八
図

A多

」寄

狩

//oo/ooo

づ〃oo

200`

ノ000

5c・o

 

0ノ00

 

0
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所

得

ビ
ラ
ミ
.ッ
ド

の
端
初

的
形
態

　

ぜ

即
ち
・
小
所
得
階

層
か
ち
上
方
之
、
中
所
得
階

暦

が
形
成

さ
れ
る

が
、
大
所
得
融
未
だ

現
は
れ
な

い
ゆ
例

え
ば
第
九
圖
東
旭

川
村

の
場
合

で
あ

る
。

こ
れ
を
B
■
型
と
す

る
。

9

、串

九
図

D
D
1

・

・東

旭

川

赫

＼
嚇

(44)

2400

20cc

〃oo

ノ2C'C

.・8co

 

因

と
な

る
も

の
は
農

業

資

本

の
蓄
.積

と

、

一
般

に
産

業

資

〔本

の
導

入

で
あ

る
。

吹

に
慨

型

に
よ

く
類

似

し

て
い

る
が

、

ビ

ラ

、、、
ッ
ド

認

の
下
暦

部

の
段
階

は
そ
れ

ほ
ど
廣

く

な

く

、

叉
、

そ

れ

ほ

ど
焚

達

も

し

て
は

い
な

い
亀が

、＼
ピ

ラ

ミ

ッ
ド

の
先

頂

部
が

比
較

的

に
伸

長

し

て

い
る
も

の
が

あ

る
。
例

え
ば

　

第

十
圖
名
寄

町
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
れ
を
B

型
と
名

づ

け
れ
ば
、
℃
れ

は
'次

の
第
十

一
圖
旭
川
市

の
C

型

え

の

韓
換
途
上

0
型
式

と
見
ら
れ
る
。

「

、
.
∬
メ

"

＼

4

」_
ρ…ニー 諦・

詐

+
図

B

ノ

・

 名

害

勺
町

こ
の
耳

型

は
純
農

村
型

と
し

て
は
完
成

さ
れ
た
も

の
昌と
見

ら
れ

る
。
純
農
村

型

で
は
農

産
加

工
業

、
林

業

、
畜
産
業
等

の
焚
達
を

見
な

い
限

り

、
大
所
得

の

稜
生

は
考

え
ら
れ
な

い
で

!

あ
ら

う
。

こ

の
襲

達

の
要

15』o"o

ノ2グOO

20・o

064。

、

ノ4'0200

 

0

ノ

も

」
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名
寄
町
、
稚

内
町

の
如
き
は
3
2
型

に
あ

て
は
ま

る
。
と

れ
は
多
く
馬

村
か
ら
町
制

え
と
嚢
展

も
た
土
地

に
於

い
て
見
ら
れ
、
農

村
、
漁

噂

村
或

は
農
漁
村

の
何

れ
か
ら
襲
達

し
た

町
に
も
要
當
す

る
と
思

は
れ

る
。

述

て
B
■
型
を
基
礎

と
し

て
、
人

口
の
増
加

、
職
業

の
分
化
、
商
業
資
本
一
並

に
産
業
資
本

の
蓄
積

が
行
は
れ

て
、

所
得

ビ
ラ
、、、
。
ド
は

ヨ

ノ

B

型

を

経

て
第

十

一
圖
旭

川

市

の
C

型

の
如

く

に
嚢

達

す

る
。

r

、

、

'

ノ

功

姿

,
大
所
得
糟
暦
が
増
加
す
る
と
共
に
小
所
得
階

　

ク

グ

ク

o

。

・

岬
04

層

も

増

加

し

、

第

十

一
圖

の
如

く

、

ピ

ラ

ミ

9
、
㌔
＼

M
・ミ

「

一

 

型

に
至
れ
ば
、

い
の
は
ゼ
ラ
ミ

ッ
ド

の
先
端

部
が
非
常

に
高
く
尖
峰
を
現

は
す

こ
と

で
あ
る
。

中
す

る
。
C

型
は
か
く

て
都
市
型

で
あ

る
。

・

'

充

分
に
嚢
達

し
た
C

型
、
即
ち
都
市
型

は
ζ
れ
を
擾
大
す
れ
ば

一
國

に
於
け
る
所

得
ピ
ラ
ミ

ヅ
ド
、
例

え
ば
第

五
圖

の
如

ぎ
形
態

に
接

近
L

て
行

く
も

の
と
考

烹
ら

れ
る
。
そ
れ
故

に
.

第

七
圖
A
「
の
如
き
形
態
を
以

つ
て
所

得
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
端
初
的
形
態
と
す
る
こ
と
が
出

來

よ
う
,。
斯
く

て
、
李

等
的
分
布

の
葡
提
か

ら
出
襲

し
て
、
不
亭
等
分
布

に
到
達

す
る
。

ッ
芦

の
先
頂

は
釜

々
高
ぐ
、
底
邊

は
釜

々
低
く

・
,

皇
静

り

勅
避
撰
群
轍
騒
纏
融
駆

圖

ノ
十

勇

商
、
工
・
官
公
衙
都
市
と
し
て
の
札
幌
市
は

　

ノ

,

何
れ
も

こ

の
C

型

に
あ

て
は
ま

る
。
こ

の
C

下
暦
所

得
段
階

が
充
分

に
襲
達
す

る
。
多
く

の
階
暦

が
厚
く
累
積

し
て
中
所
得

の
増
加
を
示
す

。
併

し
そ
れ
よ
り
も
著

し

大
所
,得

の
躍
進

で
あ

る
。
か

ム
る
大
所
得

は
大
都
市

に
集

所
得

ビ
ラ
き

ッ
ド

の
端
初

的
形
態



所
得

ヒ
ラ

ミ

ッ
ド

の
端

初
的
形
態
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一昌

併

し
な
が
ら
所
得
ぜ

ラ

ミ
ッ
ド

の
端
初
-的
形
態

が
第
七
圖
A
、
の
如

き
も

の
だ

け
で
は
な

い
と
思

は
れ

る
よ
う
な

事
例

に
遭
遇

す
る
。

そ

れ
は
ピ
ラ

ミ

ッ
ド
型
と
は
異

つ
た
形
態
を

と
り
恥
所

得

の
分
布

が
特

に

一
定

の
所

得
階
暦

に
集
中
せ
す

、
犬
所
得
は
な

い
が

、
零
細
所
得

も

な
く
、
中
間
的
各
階

暦

に
奉
均
的

に
分
布

し

て
居
り
、
李
均
所
得
が
比
較
的

に
高

い
水
準
を
示

し
て
い
ろ
。
前
述

の
第
七
圖
A
-
型
を
農

村
型
と
稻

す
れ
ば

、
こ
の
後

の
型
を
小
漁
村

型
と
も
言

ひ
得
ら
れ
る
よ
う

に
、
小̀
漁

村

に
於

て
多

く
見
ら
れ

る
事
例

で
あ

る
。
こ
れ
を
假

り

に
D

型
と
呼

ぶ
。
此

の
D

型

の
最
も
典
型
的
な

一
例
は
第

十
;
圖
鳥

取
村

で
あ
ら
う
。

こ
れ
を
軌

と
呼

ぶ
。

5

'

穿

士

!
図

D
,

島

取

、村

/00

 

0

の
前
提

か
ら
出
護
、す

る
こ
と

で
あ
ち

う
。

こ
れ
を
端
初
と
し
た
場
合

に
ピ
ラ
ミ

か
。先

づ
第

十
三
圖
椴
法
華
村
璃

の
如

く
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド

の
下
暦
部

に
若

干

の
凹
凸
が
現
は
れ

て
來

る
こ
と
は
想
像

に
難
く
な

い
。

も

ロ

ハ

所

得
階

暦

の
形

成

で

あ

る
。
、斜

古

丹
村

も

そ

の

一
例

で

あ

る
ρ

・

、

セ

ヨ

次

に
ピ
ラ

ミ

・
ド

の
凹

凸
部
分
が
上
方
所
得
階

暦

え
嚢
達

を
示
す

で
あ
ら
う
。
第

十
四
圖
天
費
村
D

の
如

く
で
あ
る
。

前
述

の
よ
う

に
馬

型

が
B

型
を
経
て
℃

型
に
稜
達

す
る

端
初
形
態

で
あ

る
こ
と
に
疑
は
な

い
が
、

こ
の
以

型
も
亦ユ

他

の

一
つ
の
端
初
的
形
態
と
考

え
ら
れ

る
で
あ
ら

う
。
D

型
は
所
得

が
特
に

或

る
範

園

の
階
居

に
集
中
せ
す

、

比
較

的

に

一
様

に
分
散
し

て
い
る
形
と
見
ら
れ

る
。

こ
め
D
、
型

を

一
種

の
端
初
型
と
す

る
な
ら

ぱ
、
そ
れ

は
不

耶
等
分
布

ド

の
形
態
は
ど

の
よ
う
な
推
移

の
路
を
と
る
で
あ
ら
う

即
ち
小
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卿

夘

脚

脚

纈
・此
虞

に
や

玉
異

つ
た
形
態
を
示
し

て
い
る
の
は
第

十
五
圖

沼
田
村

の
場
合

で
あ
る
。
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嵯

書麗
桝

0/OO

〃

、

。

、

川

西

村

も

亦

こ
れ

に
似

て

い
る
。
沼

田
村

並

に
訓
酋

村

は

何
れ

も
農

村

で
、

パ

レ
ー

ト
常

数

は
前

者

に
於

て
二

・
一
九

九

一

一
、
後

者

に
於

て

二
・
三

七

〇

四
四

で
、
何

れ

も

大

で
あ
る

。

こ

の
場

合

、

と
れ

を
以

、
D
コ
、
D
「
、

の
嚢

達

方

向

と
同

一
線

上

に
置

い

て
D
、
型

と
し

て
見

る
か

、

或

は
A
匡
型

よ

り
嚢

達

し
た
E

型

と

し

て
見

る
か

貸
問

題

と

さ
れ

よ

う

。
私

は
前

者

の

窩

 

方

向

に
於
け

る
D
、
型
と
し

て
見

る
方

が
要
當

で
あ
る
と
思
う
。

さ
て
漁
村
か
ら
漁

港

に
襲

展
す
れ
.ば
、
職
業

の
分
化

、
所
得

の
多
種
化

に
よ

つ
て
ピ
ラ

ミ

ヅ
ド

の
下
邊
部
が
横

に
磯
達

す
る
と
共

に
、
先
端
部
も

伸

長
し

て
B
型
を
輕

て
、
C
型

に
到

る
で
あ
ら

う
。
斯

る
例

と
し

て
余
市

町
、
高
島
町

、
紋
別

町
、
稚
内
町
等
が
墨
げ
ら
れ

る
。
か
く

て
、
ピ
ラ

ミ
ッ



・r48一

所
得
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
端
初
的
形
態

、

ー

ド

の
形
態

は
下
暦
部

に
於

て
堅
縮
し
、
尖
端

部

に
於

て
伸
長
す

る
。

「
斯
く
考

え
る
な

ら
ば
、
所

得

ピ
ラ

ミ

。
ド
は
A
、
型
か
ら
出
立
す
る
も
、

n
、
型
か
ち
出
立
す

喝
も

、

肚
会

の
稜
達

に
從

つ
て
究
極

に
於

て
は
第

十

一
圖
C
型
或

は
更

に
第

五
圖
乃

至
第

六
圖

の
如

き
形
態

に
到
達
す

る
も

の
で
は
あ
る

が
、

こ

の
端

初
形
態
A
、
巴
D
、
と

は
全

く

範
疇

の
異

つ
た
所
得
分
布
を
表

は
す
も

の
で
あ
る
か
否
か
。
も

し
所
得
分
布

の
異

つ
た
範
疇
を
表

は
す

も

の
セ

あ
る
と
す
れ

ば
、
こ

の
よ

う
な

夫

々
の
所

得
分
布

の
形
態
を
端
初
的

に
決
定
す

る
肚
会
的
條

件
は
何

が
と

い
う
こ
と
が
問
題

と
な

る
。
叉
、
も
し
爾
者

が
分
布

の
範

疇

は
同

一
で
、
・軍

に
肚
会

の
襲
達
段
階

の
差
異

に
過
ぎ
な

い
も

の
と
す
れ
ば
、
A
、
か
ら
動

を
導
き
出

し
得

る
か
、

そ

の
逆

に
、

軌

か
ら

へ

を
導

き
出

し
得

る
か

f
問
題

と
な

る
。
も
し

、
所
得
分
布

の
範
疇

が
異

う
も

の
と
す

る
な
ぢ

ば
、

へ

か
ら
出
立
す

る
場
合

の
前
提

と

し

て
生
産
力

の
同
質

性
と
生
産

力
水
準

の
低

い
こ
と
を
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
思
は
れ
る
。
叉
、
以

か
ら
出
立
す

る
場
合

に
は
、
生
産

ガ

の
異
質
性

と
生
産
力
水
準

の
高

い
こ
と
を
前
提

と
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ

で
あ
ら
う
。
最
後

に
、
馬

と
D
-
と

の
間

に
襲
達

段

階

の
差
・異

だ
け
を
認

め
る
と
す

れ
ば
、
A
-
か
ら
n

を
導

き
出

す

こ
と

の
方
が
.

そ

の
逆

よ
り
も
愛
當

で
あ

る
よ
う

に
考

疏
ら

れ
る
。

(
註
)
・
拙
稿

「所
得
の
融
會
的
ビ
ラ
、、、
ッ
ド
に
就

い
て
」
。
昭
和
十
年
四
月
。
同
本
統
計
學
會
第
四
年
報
。

、

拙
稿

「
小
所
得
の
分
布
に
就
い
て
」
。
・昭
和
十
七
年
八
月
。
日
本
統
計
學
會
第
十

一
年
報
。

拙
稿

「
所
得
分
布
に
關
す
る
諸
考
察
」
。
日
本
統
計
學
會
編

「
國
民
所
得
と
浸
ρ
分
布
」
所
載
。
昭
和
十
九
年
。

」
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